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１ 目的 

吉田町（以下「本町」という。）が発注する令和６年度 都市計画下水道事

業 公共下水道ストックマネジメント計画策定業務委託（以下「本業務委託」

という。）の実施に際して、事業者の業務実績、専門性、技術力、企画力及び

創造性等を勘案し、総合的な知見から判断して最適な事業者と契約する必要が

あることから、公募型プロポーザル方式により契約の相手方となる優先交渉権

者（以下「優先交渉権者」という。）を特定するものとする。 

本業務説明書（以下「本説明書」という。）は、公共下水道ストックマネジ

メント計画策定業務委託プロポーザル（以下「プロポーザル」という。）の実

施に関し、プロポーザルに参加しようとする者（以下「参加表明者」という。）

の受付、必要な資格、その他必要な事項について定めるものであり、参加表明

者は本説明書等の内容を踏まえ、必要な書類等を提出するものとする。 

なお、本説明書中の様式１から様式９までは、公共下水道ストックマネジメ

ント計画策定業務委託プロポーザル提出書類様式集に定めるものとする。 

 

２ 業務概要 

（１）業務範囲 

１）ストックマネジメント関連業務 

① 管路施設点検・調査及び診断・対策の必要性検討業務 

（令和６年度から令和８年度まで） 

② 管路施設ストックマネジメント計画業務（令和８年度） 

※ ①の結果、緊急性がある場合は、修繕・改築計画の策定を前倒しする

こともある。 

   ③ 処理場・ポンプ場ストックマネジメント計画業務（令和６年度・８年度） 

④ 処理場・ポンプ場点検・調査及び診断・対策の必要性検討業務 

（令和８年度） 

２）①～④に係る業務年度間調整等（令和６年度から令和８年度まで） 

（２）業務内容 

別紙「令和６年度 都市計画下水道事業 公共下水道ストックマネジメン

ト計画策定業務委託内容説明書（以下「内容説明書」という。）」のとおりと

するが、内容説明書は業務概要や本町が業務成果として要求する最低限度の
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内容を参考として示すものであり、参加者の技術提案内容を制限するもので

はない。 

（３）契約限度額  ９５，９４０，０００円（税抜き） 

    令和６年度 ２０，６４０，０００円（税抜き） 

    令和７年度 ２１，８４０，０００円（税抜き） 

    令和８年度 ５３，４６０，０００円（税抜き） 

   参考見積書の金額が、契約限度額を超えてはならない。 

（４）業務履行期限 

契約締結の翌日から令和９年３月５日（金）まで 

（５）審査 

参加表明者に対し公共下水道ストックマネジメント計画策定業務委託プ

ロポーザル審査委員会設置規程（令和６年吉田町上下水道事業管理規程第 

２ 号）により設置する公共下水道ストックマネジメント計画策定業務委託

プロポーザル審査委員会（以下「審査委員会」という。）による審査を行い、

資格要件の充足を確認した者を提出要請者として選定し、技術提案書等を受

付した後、プレゼンテーション及びヒアリング（以下「プレゼンテーション」

という。）を行い、審査委員会による審査を実施する。 

 

３ プロポーザルに参加する者に必要な資格に関する事項 

本プロポーザルに参加できる者は、次に掲げる要件をすべて満たしているこ

とについての確認を受けた者であること。 

（１）提案書の提出者に要求される資格要件 

１）基本的要件 

① 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者 

② 吉田町において測量・建設コンサルタント業務等について吉田町一般

競争（指名競争）参加資格審査申請書の事務取扱要領（平成１７年吉田

町要領第１１号）に基づく申請書を提出して受理された者で、建築関係

建設コンサルタント業務及び土木関係建設コンサルタント業務を希望

し、建設コンサルタント登録規程（昭和５２年建設省告示７１７号）に

おいて下水道部門に登録している者 

③ 入札参加資格確認申請書（以下「申請書」という。）及び入札参加資格
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確認資料（以下「資料」という。）の提出期限の日から開札のときまでの

期間に、吉田町工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱（平成１

２年吉田町要綱第１２号）に基づく入札参加停止を受けていない者 

④ 会社更生法に基づき更生手続開始の申立てがなされている者(更生手

続開始の決定を受けている者を除く。)又は、民事再生法に基づき再生

手続開始の申立てがなされている者（再生手続開始の決定を受けている

者を除く。）でないもの 

⑤ ＩＳＯ５５０００シリーズにおいて下水道アセットマネジメントに関

するコンサルティング業務を登録範囲として認証取得している者 

⑥ 国土交通省より「下水道のストックマネジメント実施に関するガイド

ライン（２０１５年版_平成２７年１１月）」に基づき、令和元年度以降

において、地方公共団体、地方共同法人日本下水道事業団、事務組合及

び広域連合等から発注された、処理場及び管路の両施設を一業務として

実施したストックマネジメント計画策定業務の実績を有する者 

２）予定配置技術者 

① 本業務に係る技術者は、管理技術者、照査技術者、管路担当技術者、土

木担当技術者、建築担当技術者、機械担当技術者及び電気担当技術者を

配置すること。 

② 予定管理技術者は、技術士（総合技術監理部門：下水道）の資格を有し、

１）⑥に示す業務を「管理技術者」として従事し完了した実績があるこ

と。なお、管理技術者は担当技術者を兼務することができるものとする。 

③ 予定照査技術者は、技術士（総合技術監理部門：下水道）の資格を有す

るものを配置すること。なお、照査技術者は他の配置技術者を兼務する

ことはできないものとする。 

④ 予定管路担当技術者、予定土木担当技術者及び予定機械担当技術者は、

技術士（上下水道部門：下水道）又はＲＣＣＭ（下水道）いずれかの資

格を有し、１）⑥に示す業務を「担当技術者」として従事し完了した実

績があること。なお、担当技術者は他の配置技術者を兼務することがで

きるものとする。 

⑤ 予定電気担当技術者は、技術士（電気電子部門：電気設備）又はＲＣＣ

Ｍ（電気電子）いずれかの資格を有し、１）⑥に示す業務を「担当技術
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者」として従事し完了した実績があること。 

⑥ 予定建築担当技術者は、建築士法（昭和２５年法律第２０２号）による

一級建築士の免許を有し、１）⑥に示す業務を「担当技術者」として従

事し完了した実績があること。 

⑦ 各予定配置技術者については、委任される権限の重大性から、契約の

履行のために参加表明者と直接的で恒常的な雇用関係（参加申請書の提

出があった日の３ヶ月以前から雇用関係）を必要とする。 

 

４ 参加表明及び第一次審査の手続に関する質問の受付及び回答 

（１）第一次審査の手続に関する質問がある場合においては、質問書（様式５）

に質問内容及び必要事項を記載し、下記のとおり提出すること。書面は、持

参により提出することとし、郵送又は電送によるものは受け付けない。 

受付期間：令和６年９月２日（月）から令和６年９月６日（金）までの午

前９時から午後５時まで。 

受付場所：吉田町役場 上下水道課 下水道工務部門 

（２）質問に対する回答書は、質問書を提出した者に対し、書面により回答する

とともに次のとおり縦覧するものとする。 

縦覧期間：令和６年９月１２日（木）及び令和６年９月１３日（金）の午

前９時から午後５時まで。 

縦覧場所：吉田町役場上下水道課 

 

５ 参加申請手続及び第一次審査 

本プロポーザルに参加を希望する者は、「プロポーザル参加申請及び誓約書」

（様式１）に必要事項を記入し、会社名及び代表者、代表者印を記名押印の上、

必要書類を添えて提出すること。 

（１）必要書類  

１）プロポーザル参加申請及び誓約書（様式１）  

２）会社概要（様式２） 

３）業務実績調書（様式３）  

４）予定配置技術者の経歴等（様式４）  

（２）提出部数  
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正本１部、副本１部 

（３）受付期間  

令和６年９月２日（月）から令和６年９月１８日（水）まで（土曜日、日

曜日及び祝日を除く。）の午前９時から午後５時まで。ただし受付期間の最

終日は正午まで。 

（４）受付場所 

吉田町役場 上下水道課 下水道工務部門 

（５）提出方法 

プロポーザル参加申請及び誓約書及び資料は、受付場所に持参することと 

し、郵送又は電送によるものは受け付けない。 

   ※ 提出希望日時をあらかじめ担当者に連絡すること。 

   ※ 全ての書類がそろっていない場合は、受理しないことがあるので注意

すること。 

 

６ 第一次審査の審査方法及び結果の通知 

（１）審査基準等 

プロポーザル参加申請及び誓約書（様式１）及び資料により、その資格や

実績等の内容が資格要件と合致しているか評価をする。評価は、公共下水道

ストックマネジメント計画策定業務委託プロポーザル評価要領（以下「評価

要領」という。）別表１「公共下水道ストックマネジメント計画策定業務委

託評価表」の基準に基づいて行い、合計点数の高い上位５者を第二次審査に

おける技術提案書等の提出を求める者（以下「提出要請者」という。）とす

る。ただし、参加資格を有する参加表明者が５者以下の場合は参加者全てを 

第一次審査による参加資格者とし、第一次審査の評価項目による審査採点結

果は、第二次審査に加点するものとする。 

なお、審査委員会は非公開で行う。 

（２）結果の通知  

参加資格者審査の結果等は、令和６年１０月２日（水）までに書面で通知

する。なお、非選定者は結果通知の到着から３日以内に限り、選定結果につ

いて書面により説明を求めることができるものとする。ただし、審査内容及

び他の者に関する説明は行わないものとする。 
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７ 第二次審査の手続に関する質問の受付及び回答 

（１）第二次審査の手続に関する質問がある場合においては、様式集の質問書

（様式５）に質問内容及び必要事項を記載し、下記のとおり提出すること。

書面は、持参により提出することとし、郵送又は電送によるものは受付けな

い。 

１）受付期間 

令和６年１０月３日（木）から令和６年１０月１８日（金）（土曜日、

日曜日及び祝日を除く。）までの午前９時から午後５時まで。 

２）受付場所 

吉田町役場 上下水道課 下水道工務部門 

（２）質問に対する回答書は、質問書を提出した者に対し、書面により回答する

とともに次のとおり縦覧するものとする。 

１）縦覧期間 

令和６年１０月２４日（木）及び令和６年１０月２５日（金）の午前

９時から午後５時まで。 

２）縦覧場所 

吉田町役場 上下水道課 下水道工務部門 

 

８ 第二次審査に関する技術提案書の提出 

技術提案書は、内容説明書に記載する事項を満足することを必須とし、本説

明書の内容に留意して作成すること。 

（１）提出書類 

  １）技術提案書の提出及び誓約書（様式６） 

  ２）技術提案書（任意様式） 

技術提案書は、本説明書及び内容説明書等に基づき、以下の３項目につ

いて考えられる最適な方策を提案するものとする。本文の文字サイズは１

０．５ポイント以上とすること。 

①業務実施方針 

実施方針、実施体制、業務工程等 

Ａ４判 ２枚以下（業務工程表は別紙とすることが出来る） 
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②特定テーマ 

 テーマ１：ストックマネジメント計画の精度を向上させるための方策 

について 

 Ａ４判 ２枚以下 

テーマ２：ストックマネジメント計画におけるウォーターＰＰＰ移行 

に向けた方策 

Ａ４判 ２枚以下 

  ３）参考見積書（様式８）及び内訳書（任意様式） 

  ４）プレゼンテーション及びヒアリング出席者報告書（様式９） 

（２）提出部数  

正本１部、副本１０部 

（３）受付期間 

令和６年１０月３日（木）から令和６年１１月１日（金）まで（土曜日、

日曜日及び祝日を除く。）の午前９時から午後５時まで。ただし受付期間の

最終日は正午まで。 

（４）受付場所 

吉田町役場 上下水道課 下水道工務部門 

（５）提出方法 

技術提案書の提出及び誓約書及び技術提案書は、受付場所に持参すること 

とし、郵送又は電送によるものは受け付けない。 

   ※ 提出希望日時をあらかじめ担当者に連絡すること。 

   ※ 全ての書類がそろっていない場合は、受理しないことがあるので注意

すること。 

 

９ プレゼンテーション及びヒアリングの実施 

提出要請者で、技術提案書等を提出した者に対し、次のとおりプレゼンテー

ション及びヒアリング（以下「プレゼンテーション」という。）を実施する。 

なお、プレゼンテーション実施の通知は、令和６年１０月２日（水）までに

選定通知書と同時に書面にて通知する。 

（１）実 施 日 

令和６年１１月１１日（月）時刻は別途通知する。 
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（２）実施場所 

吉田町役場２階 町民ホール 

（３）出 席 者 

出席者は提出要請者毎に、予定管理技術者を含む予定配置技術者３名と 

営業担当者１名の計４名までとし、プレゼンテーション及びヒアリング出席

者報告書（様式９）にて事前に出席者を報告する。説明は予定管理技術者が

行い、質疑は出席者による回答もできる。 

（４）実施時間 

実施時間は最大５０分とし、以下の時間配分で行う。 

１）機器等の準備    … ５分 

２）プレゼンテーション …２０分 

３）質疑応答      …１５分程度 

４）機器等の撤去片付け … ５分 

規定の時間を経過した場合は直ちに終了する。ただし、質疑応答について

は持ち時間を延長する場合がある。 

（５）説明方法 

説明は、技術提案書の内容に基づいて行うこととし、技術提案書と異なる

内容による説明は認めない。 

説明方法は、プロジェクターを使用しても良いものとする。なお、プロジ

ェクター、スクリーン及びノートパソコン（Ｗｉｎｄｏｗｓ１１にＰｏｗｅ

ｒ Ｐｏｉｎｔ２０２１をインストール済み）は、発注者が用意するものを

使用すること。 

（６）失  格 

定刻に出席しない場合は、失格とする。ただし、交通機関等の事故等、真

にやむを得ない理由がある場合は、速やかに本町に連絡すること。 

（７）そ の 他 

提案の内容を適切に把握、また円滑な契約を行うことを目的としてプレゼ

ンテーションの状況は音声により記録する。 

プレゼンテーションは非公開で実施する。 
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１０ 第二次審査の審査方法及び結果の通知 

（１）審査方法 

提出要請者から提出された技術提案書及びプレゼンテーションによる審

査を審査委員会で実施し、評価要領別表２「吉田町上下水道事業収納事務等

関連業務委託評価表」に基づき評価を行う。 

（２）優先交渉権者の特定等 

審査委員会は、提出要請者に対し評価を行った結果、第一次審査及び第二

次審査の総合得点の最も高い提出要請者を優先交渉権者として特定する。 

総合得点が同点で２者以上になった場合については、評価要領書の別表２

③実施方針及び別表２④評価テーマの合計評価点が高い提出要請者を優先

交渉権者として特定するものとする。さらに、同点となった場合は、評価要

領書の別表２⑤価格評価点の高い提出要請者を優先交渉権者として特定す

るものとする。 

また、不測の事態を考慮し、総合得点が２位の者を次点交渉者として特定

する。 

なお、審査委員会は非公開で行う。 

（３）結果の通知 

結果は、提出要請者の全てに書面にて通知する。 

なお、非特定者は結果通知の到着から３日以内に限り、特定結果について

書面により説明を求めることができるものとする。ただし、審査内容に関す

る説明は行わないものとする。 

 

１１ 優先交渉権者との契約締結協議等 

（１）契約手続 

審査委員会で決定した優先交渉権者を、本業務の随意契約の見積書徴収 

の相手方として契約交渉を行うものとする。ただし、この交渉が不調となっ

た場合、優先交渉権者が参加資格を満たさなくなった場合、又はその他の理

由で契約できなくなった場合は、失格条項に該当しない次点交渉者と交渉を

行うものとする。 

（２）仕様等の確定  

発注者は、優先交渉権者と契約締結に向けた協議を行うが、優先交渉権者
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の特定をもって技術提案書等に記載された内容の全てを承認するものでは

ない。 

協議において、必要な範囲内で技術提案書の項目の追加、変更及び削除を

行った上で本契約の仕様に反映させることができる。  

この場合において、仕様に反映された条件等は、全て仕様書に規定された

ものと見なし、受注者は履行の義務を負うものとする。 

（３）契約金額  

契約金額は原則として、技術提案時に提出した参考見積額に１００分の 

１１０を乗じて得た額（小数点以下切捨て）の範囲内で契約を締結する。 

（４）法令順守 

契約にあたっては、吉田町財務規則（昭和５０年２月２８日規則第４号）

ほか関係法令に基づき契約するものとする。 

（５）契約保証金 

本業務委託の契約保証金は、免除することとする。 

 

１２ プロポーザルの辞退 

参加申請者が本プロポーザルの参加を辞退する場合、参加辞退届（様式８）

を提出しなければならない。 

（１）提出方法 

  持参又は郵送（受付期間内必着）とする。 

（２）辞退者の取り扱い 

本プロポーザルの参加を辞退した者について、これを理由として以後の入

札等について不利益な取り扱いを受けるものではない。 

 

１３ 参考図書の閲覧 

本業務委託にかかる参考図書の閲覧については、下記の日時に実施する。  

（１）閲覧期間 

令和６年１０月３日（木）から令和６年１０月１８日（金）まで（土曜日、

日曜日及び祝日を除く。）の午前９時から午後５時まで。 

※ 閲覧希望者は必ず問合せ先の担当者と事前に日程及び時間の調整を行

うこと。 
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（２）閲覧場所 

吉田町役場 上下水道課 下水道工務部門 

※ 変更がある場合は、閲覧希望者に通知する。 

（３）閲覧可能図書 

１）吉田町公共下水道全体計画説明書（平成２９年３月） 

２）公共下水道事業計画及び都市計画認可申請図書（平成３０年３月） 

３）平成２７年度都市計画下水道事業公共下水道汚水処理施設整備構想策 

定業務委託（平成２７年度） 

４）令和元年度都市計画下水道事業公共下水道下水道施設ストックマネ 

ジメント計画策定業務委託報告書（令和２年３月） 

５）令和２年度都市計画下水道事業公共下水道下水道施設ストックマネ 

ジメント計画策定業務委託報告書（令和６年３月） 

  ６）吉田町公共下水道総合地震対策計画（令和４年３月） 

  ７）吉田町公共下水道耐水化計画（令和４年３月） 

  ８）吉田町公共下水道事業経営戦略（令和３年３月） 

  ９）吉田町汚水処理ビジョン（令和３年３月） 

（４）注意事項 

閲覧資料についての複写及び写真撮影は認めない。本プロポーザルへの 

参加の有無に関わらず、知り得た情報については他に漏らしてはならない。 

 

１４ 失格事項等 

参加表明者又は提出書類が次の各号のいずれかに該当する場合は、失格と

なる場合がある。 

（１）提出方法、提出先、提出期限に適合しないもの 

（２）指定する様式及び記載上の注意事項に示された条件に適合しないもの 

（３）記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの 

（４）記載すべき事項以外の内容が記載されているもの 

（５）虚偽の内容が記載されているもの 

（６）契約限度額を超える参考見積額を提出したもの 

（７）記名や押印の無い参考見積書又は内訳書を提出したもの 

（８）その他審査の公平さに影響を与える行為があったと認められるとき。 
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（９）本業務委託のプロポーザル実施期間内に、参加者が参加資格要件を欠くに

至ったとき。 

（10）本プロポーザル関係者に対する不正な行為をしたと認められる場合 

（11）本説明書に定める手続以外の方法により、事務局及び審査委員に直接、間

接を問わず連絡を求めた場合 

（12）プレゼンテーション時に管理技術者が欠席した場合 

（13）その他審査会が不適格と認めた場合 

 

１５ その他の留意事項 

本プロポーザルに関し、その他留意すべき事項は次のとおりとする。 

（１）本プロポーザルで用いる言語は日本語、通貨は日本円、範囲は計量法（平

成４年法律第５１号）によるものとする。 

（２）技術提案書の作成及び提出並びにプレゼンテーションに要した費用は、す

べて参加者の負担とする。 

（３）提出された技術提案書等の資料については返却しない。 

（４）提出された技術提案書等の資料は、今回の選考以外の目的には使用しない。  

（５）技術提案書に虚偽の記載をした場合は、本プロポーザルの参加を無効とす

るとともに、入札参加資格停止の措置を行うことがある。 

（６）技術提案書等の内容は、参加者が責任をもって履行可能な者でなければな

らない。また、参加者の判断で必要と思われる事項があるものについては、

積極的に記載しなければならない。この場合の経費は、参考見積金額に含め

なければならない。 

（７）技術提案書の提出後における、記載内容の追加・変更は原則認めない。た

だし、記載した配置予定技術者が、病休・死亡・退職等のため、やむを得ず

変更を行う場合は、必要な資料を提出し発注者の承認を得なければならな

い。 

（８）本プロポーザルの参加を辞退した者について、これを理由として以後の入

札等について不利益な取り扱いを受けるものではない。 

（９）技術提案者が１者であっても審査を行い、一定水準に満たない場合は選定

しない。 

（10）提出された書類（技術提案書等）は、公表しないものとする。 
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（11）審査結果等についての経緯、不服及び異議申し立ては受け付けない。 

（12）吉田町情報公開条例により、第三者から情報公開請求又は申し出があった

場合は、承認を経て提出された書類を公開することがある。なお、技術提案

書の内容が知的財産等にあたり、第三者への開示を禁止する場合は、欄外等

の余白にその旨を記載しておくこと。 

（13）契約締結後においても受注者に本技術提案における欠格事項、不正又は虚

偽記載等の事実が判明した場合は契約を解除できるものとする。 

（14）本説明書及び評価要領に定めるもののほか、プロポーザルの実施に関し必

要な事項は、審査委員会で審議し決定するものとする。 

 

１６ 全体スケジュール 

（１）公 告 

令和６年８月３０日（金） 

（２）質問の受付（第一次審査の手続に関するもの） 

令和６年９月２日（月）から令和６年９月６日（金）までの午前９時から

午後５時まで。 

（３）質問の回答（第一次審査の手続に関するもの） 

令和６年９月１２日（木）及び令和６年９月１３日（金）の午前９時から

午後５時まで。 

（４）受付期間（第一次審査） 

令和６年９月２日（月）から令和６年９月１８日（水）まで（土曜日、日

曜日及び祝日を除く。）の午前９時から午後５時まで。ただし、受付期間の

最終日は正午まで。 

（５）第一次審査結果及び技術提案書等の提出（依頼）の通知 

令和６年１０月２日（水） 

（６）質問の受付（第二次審査の手続に関するもの） 

令和６年１０月３日（木）から令和６年１０月１８日（金）まで（土曜日、

日曜日及び祝日を除く。）の午前９時から午後５時まで。 

（７）質問の回答（第二次審査の手続に関するもの） 

令和６年１０月２４日（木）及び令和６年１０月２５日（金）の午前９時 

から午後５時まで。 
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（８）参考図書の閲覧 

令和６年１０月３日（木）から令和６年１０月１８日（金）まで（土曜日

及び日曜日を除く。）の午前９時から午後５時まで。 

（９）受付期間（第二次審査） 

令和６年１０月３日（木）から令和６年１１月１日（金）まで（土曜日、

日曜日及び祝日を除く。）の午前９時から午後５時まで。ただし、受付期間

の最終日は正午まで。 

（10）プレゼンテーション及びヒアリングの実施 

令和６年１１月１１日（月）時刻は別途通知する。 

（11）第二次審査結果の通知 

令和６年１１月２２日（金） 

（12）契約締結 

令和６年１２月初旬 

 

１７ 書類提出先及び問合せ先 

  上下水道課 下水道工務部門 

ＴＥＬ ０５４８―３３―１１００ 

ＦＡＸ ０５４８―３３―０３６２ 

Ｅ-ｍａｉｌ gesui@town.yoshida.shizuoka.jp  
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